
慶應義塾大学マニフェスト研究会の活動報告 
 

報告者：研究員・金在容 
 
１．２００５年 １月２０日   曽根泰教教授招聘セミナー                              

主催 慶應義塾大学韓国留学生会 

場所 慶應義塾大学三田キャンパス 
主題及び内容 日本のマニフェストの導入過程と今後の方向性に関する講演 
参加者 韓国留学生とキムヨンレ先生（韓国のマニフェスト導入をリードし

た韓国亜州大学教授） 
意義・成果 韓国にマニフェストが導入されるきっかけとなった講演会 
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２．２００６年 ２月 ２日   曽根泰教教授招聘講演会 
主催 北東アジア戦略研究所 

場所 国会図書館１０３室 
主題 日本政治とマニフエスト 
参加者 リインヨン(研究所所長・ウリ党国会議員)と３８６世代２５人 
意義・成果 韓国政治で活躍している３８６世代が、マニフェストと日本政治の現状について

理解を深めた講演会 
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講演の主な内容 
題目：日本政治の現状分析と政策課題‐マニフェスト政治への転換 
３つのテーマ 
・ 日本政治の現状‐小泉政権の姿 
・ 日本が直面する政策課題 

－マクロレベルの政策課題 
－政策争点 
－長期的課題 

・ マニフェストの必要性 
－定義 
－議院内閣制と大統領制 

－マニフェスト・サイクル 
 



３．２００６年 ２月 ３日   国際学術大会「地方選挙と政治発展：日韓比較」 

主催 ネナラ研究所 

場所 韓国プレスセンター 

主題 マニフェストと地方選挙・政治発展：日韓比較 
参加者 日本側：松沢成文神奈川県知事、曽根泰教教授、市民団体関係者など 

韓国側：ソンハクキュ知事、パクオンスン弁護士など市民団体代表 
全体で約５００人が参加 

意義・成果 韓国で最初のマニフェストに関する公式のイベント 

マスコミが大きく取り上げ、マニフェストの波及に貢献 

     

大会の場面                      『東亜日報』に掲載された 
                           松沢知事・曽根教授の 
                           インタビュー記事 
 
第１部：日韓の政治環境の変化：マニフェストを中心として 
第１発表者：曽根泰教教授「日本の地方選挙におけるマニフェスト導入と政治変化」 
第２発表者：リヒョンチュル（立法研究員）「韓国の地方選挙と政策政党化の課題」 
討論者：キムドンソン（キヨンギ開発研究員）、キムソクジュン（ハンナラ党議員）、 

パクチャンウク（ソウル大学教授）、ジビョンムン（ウリ党議員） 
 
第２部：地方選挙と市民意識の変化 
第１発表者：井上良一「日本のマニフェスト推進状況と市民運動の課題」 
第２発表者：ソンヒョクゼ（参与蓮台委員長）「韓国の地方選挙と市民団体の選挙参加」 
討論者：久住巣由（日本 PublicResourceCenter 代表)、リドンカン（東亜日報論説主幹）、 

ハスンチャン（市民蓮台会議運営委員長） 



４．２００６年 ２月２０日～ 
慶應義塾大学マニフェスト研究会・東亜日報・議会研究発展会共同キャンペーン 

内容 ・ ５・３１地方選挙候補者の公約検証・評価・報道 
・ 一年ごとに実施状況の評価・報道 
・ ２００７年大統領選挙にも運動を展開 
・ 慶應義塾大学マニフェスト研究会は情報提供などオブザーバ

ーとして関与 
参加者 議会発展研究会所属教授・東亜日報マニフェスト取材チーム 

   
 
 

 
 
 

共同キャンペーンの実施を宣言する記事（左） 
曽根先生のインタビュー記事（下） 
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実現性・ 
反応性・ 
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５．出版活動 
 
マニフェストと地方選挙（２００６年 ３月３０日）ノンヒョン出版社 

 

・国際学術大会「地方選挙と政治発展：日韓比較」の記念出版物 

・曽根泰教教授、河東賢研究員、金在容研究員の論文を収録 
・目次 
第１章 地方選挙と政治発展（キムヨンレ） 
第２章 日本の地方選挙と政策選挙（松沢成文） 
第３章 日本の地方選挙におけるマニフェスト導入と政治変化 

（曽根泰教） 
第４章 韓国の地方選挙と政策政党化の課題（リヒョンチュル） 
第５章 日本のマニフェスト推進状況と市民運動の課題 
   （井上良一） 
第６章 韓国の地方選挙と市民団体の選挙参加（ソンヒョクゼ） 
第７章 日本のマニフェスト・サイクル作動と検証・評価 

（河東賢） 
第８章 韓国におけるマニフェストの意味と導入戦略 

（金在容） 
 
 

 

マニフェストの誕生（２００６年 ３月２０日）翻訳書・ダサンブクス 

 

•金井辰樹『マニフェスト―新しい政治の潮流』を韓国語訳 

⇒『マニフェストの誕生』 

•関連図書で販売量１位・政治部門２位（２００６年５月１９日現在） 

•推薦人 

曽根泰教教授 
キムグンテ（ウリ党国会議員・２００７年大統領候補者の一人） 
リュグンイル（朝鮮日報論説委員） 
 

 

 

 

 

 

 



６．２００６年 ４月 ３日～１２日   マニフェストアカデミー 

主催 韓国マニフェスト推進本部 

場所 各地域の選挙管理委員会の講堂 

内容 マニフェストに関する理解・日本の経験・作成方法・評価など 
参加者 ・選挙候補者・各政党政策責任者・各選挙キャンプ政策担当者、約３００人 

・ウリ党・ハンナラ党・民主党政策委員長、各党市道委員長 

・候補者：ウリ党の京畿道候補者、ハンナラ党のソウル市長候補者 

意義・成果 ・正確で最新の日本の情報を提供 

・政治家・政党や推進本部に直接アドバイスを行い、 

運動の方向に影響を与える 
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韓国デグで開かれたアカデミー（２００６年４月１２日） 
 
講演の内容 
ローカル・マニフェストの現状と事例―日本の経験とノウハウ 

（１）導入過程 

（２）2003 年統一地方選挙結果 

岩手県・神奈川県・横浜市の事例 

（マニフェストの構成、実現した公約、特徴及び問題点） 

（３）作成プロセス 

（４）評価及び問題点 

（５）効果 

 
 
 


